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新しい年が始まります。2026年もよろしくお願いします。 

今回は、「ハチドリのひとしずく－いま、私にできること－」のはなしをしたいと思います。ご存知の方もいらっし

ゃることでしょう。この物語は南アフリカの先住民に伝わるおはなしです。次のような内容です。 

「森が燃えていました。森の生き物たちは、われ先にと逃げていきました。でもクリキンディというハチドリだけ

は、行ったり来たり、くちばしで水のしずくを一滴ずつ運んでは火の上に落としていきます、動物たちがそれを見

て、「そんなことしていったい何になるんだ」と言って笑います。クリキンディはこう答えました。「私は、私にできるこ

とをしているだけ。」 

みなさまはどのように受け止められるでしょうか？この小さな物語の中には多くの教えがあります。たしかにハチ

ドリは、小さな体に似合わぬ大きな勇気をもっているように見えます。私たち人間は、すべての生き物の中で、最

大の力をもつようになりました。残念ながらその力はしばしば、人間同士傷つけ合ったり、自然環境を壊したりす

ることに使われています、でも幸いなことに人間は、神さまから与えられた小さな地球人として、そのことを自覚

できます。そしてその気になれば、力を合わせて水のしずくをたくさん集めて燃えている森の火を消すだけの力を

もっています。「雨だれ石を穿つ」という中国の漢書の言葉がありますが、そのことと重なると思います。ハチドリ

のクリキンディは、「今、自分のできることを、できる場所で、取り組んでいこうよ。」と言っているような気がします。

私も用いられるときに用いられるところで、よき働きを成していこうと思います。  

副園長 前田志津子 

 

 
 

1月の聖句 「イエスは知恵が増し、背丈も伸び、神と人とに愛された。」  ルカによる福音書２章５２節 

 先日のキンダーのクリスマス会では、子どもたちによるクリスマスの降誕劇（ページェント）が披露され、そのすばらしさ

に観た人みんなが感動しました。ページェントは、イエス・キリストが神の子、救い主として地上の世界に誕生した聖書の

話が元になっています。クリスマスに誕生したイエスは、その後どうなっていったか。神の子とはいえ、イエスは地上で生ま

れた赤ん坊ですから、当然、全ての人と同じように、親に守られながら成長していったわけです。全ての子どもはその成

長と共に知恵が増して優しさや感受性が育まれていきます。また、見た目にも背丈が伸びて身体が発達していきます。そ

して神さまから、家族から無条件に愛され、周りの人たちからも愛され、子どもは愛を感じ取りながら

成長していきます。幼稚園時代というのは、まさにこうした多面的な成長が著しい時期なのです。つい、

目に見える部分や他者との比較で、子どもの成長を測ってしまいがちですが、成長には一人ひとりの

ペースや形があって、神さまは、お子さんがその人らしく成長する過程そのものを深く愛してくださって

いることをどうか覚えておいてくださったらと思います。 

それぞれのご家庭で迎えられるクリスマスと、年末年始のご家族の豊かな時間が祝福されますよ

うにお祈り申しあげます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

こどもと絵本（1月） 
これまでも柳田邦男著『砂漠でみつけた一冊の絵本』に紹介されている絵本の数々をお伝えしてきています。 

今回『カモメに飛ぶことを教えた猫』ルイス・セフルベタ 河野万里子＝訳を取り挙げます。 

この物語の背景は、湾岸戦争下に起こった原油流出が背景にあるのです。油まみれになったカモメケンガーが、

飼い主のバルコニー寝そべっていた黒猫ゾルバの目の前に落下してきました。通常なら、すぐにネコの餌食に

なってしまうところですが、カモメは「わたしはこれから卵を産みます。最後の力をふりし

ぼって、産んでみます。猫さん、あなたはいいかただわ。高貴な精神をお持ちだわ。わたし

はあなたに三つのこと約束してもらいたいの。聞いてくれますね？」必死に猫のゾルバは懇

願され、約束を三つ誓うのです。⓵卵を食べない、②卵を抱いてひなをかえらせる、③その

ひなに飛ぶことを教える、というものです。 

最後のシーンは、ゾルバは叫ぶ「さあ、飛ぶんだ、この大空すべてが、きみのものだよ！」

子カモメは「あなたのことは、決して忘れない。ほかのみんなのことも」ゾルバはつぶやく

「飛ぶことができるのは、心の底からそうしたいと願った者が、全力で挑戦したときだけだ、

ということ」。ゾルバは、大空を舞うカモメの姿を見守り続けた。 （前田志津子） 

 

今月の聖句について  長谷川 渉 牧師 

 

教会学校インスタ 

 
 



  

✿1 月の予定✿ 

1 月 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4

保

幼 5 6 7 8 9 10 11

始園日

午前保育

保 始園日

12 13 14 15 16 ★ 17 18

もり・そら・かぜ・にじ ほし・やま・つき・うみ

保

19 20 ★ 21 22 23 24 25

保

26 27 28 ★ 29 30 31

保

ｷﾝﾀﾞｰ

幼

ﾅｰｽﾘｰ

ｷﾝﾀﾞｰ

冬休み　　年末年始休園日12/28（日）～1/3（土）

★マーク：キンダー
横割り活動日
(天候により変更す
る場合あり）

ﾅｰｽﾘｰ

冬休み

ｷﾝﾀﾞｰ
幼

お話し会

ﾅｰｽﾘｰ

歯科検診
（全園児）

絵本貸出

成人の日

ｷﾝﾀﾞｰ
幼

ﾅｰｽﾘｰ

絵本返却

（全キンダー）

ｷﾝﾀﾞｰ
幼

ﾅｰｽﾘｰ

お誕生会

給食試食会

（10:15～14:00）もちつき
お話し会

お話し会

11時半 降園幼稚園部

毎週水曜

お弁当の日

保育園部

毎週土曜

お弁当の日

1/２２（木）お誕生会 （各クラス毎）お子さんが誕生月の保護者は保育参加・給食試食ができます。(10:15～昼

食終了後) 誕生月の方は出欠をえんとつ-アンケートより1/１3(火）までにお知らせください。各自スリッパ、

帽子、防寒具、お茶等ご持参ください。

お弁当の日

絵本返却日について：予定では28日（水）となっていましたが、この日はまつぼっくり委

員の作業日になりましたので、返却日を２７日に変更します。

 
 

お知らせとお願い 

 着替えの持ち帰りについて  最終登園日に着替えを持ち帰ります。洋服のサイズや記名などを確認し、１月

の登園初日に持たせてください。 
 

 収穫感謝礼拝 献金の御礼 収穫感謝礼拝で皆様に捧げていただいた献金は教会学校と幼稚園を合わせて、

6,399 円でした。津屋崎教会・教会学校の活動のために使われます。ありがとうございました。 
 

 家族が感染症（インフルエンザ・コロナなど）に罹った場合は、園までご連絡をおねがいいたします。 
 

冬休みに向けて   ☆ふゆやすみのおやくそくを親子で話し合ってがんばりましょう☆ 

【せいあいようちえんのおともだちへ】 

・はやね、はやおき、あさごはんをしっかりたべる   ・きがえ、かたづけなど、じぶんのことはじぶんでする 

・いちにちひとつ、おうちのてつだいをする      ・テレビ、ゲームはじかんをきめ、しょくじのときはテレビをけす 

【保護者の皆様へ】 

・冬休みはクリスマス、お正月など子どもたちにとって楽しいことがたくさん待っています。親子での会話を楽しみまし

ょう。また、怪我や事故などがないよう十分に留意してお過ごしください。 

・子どもたちが十分な睡眠とバランスの良い睡眠・食事をとり、規則正しい生活を送ることができるようにしましょう。 

・手洗い、消毒、外出時のマスク着用等引き続き感染対策をし、新学期を元気に迎えることができるようにしましょう。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

《2 月行事予定》 

2 日（月） 豆まき（幼・保） 

4 日（水） マラソン大会（キンダー）※5 日予備日  

6 日（金） 新入園児体験入園・午前保育(幼) 

12 日（木） お誕生会・試食会（キンダー） 

14 日（土） 新入園児健康診断（幼・保） ・ 入園説明会（保） 

18 日（水） お別れお楽しみ会（キンダー）   お弁当の日（保） 


